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南極観測の新たな展開を求めて 
国立極地研究所所長 白石和行 

 
 

南極ＯＢ会員の皆様、新年おめでとうご

ざいます。 
昨年１０月から、国立極地研究所長に就

任いたしました。よろしくお願いいたしま

す。 
 

 
国立極地研究所新所長 白石和行氏 
 

白瀬南極探検隊から１００年を経て、一

昨年から今年にかけて、白瀬中尉の出身地

である秋田県にかほ市を中心にイベントが

続いてきました。東京都立川市の国立極地

研究所のキャンパス内にも白瀬隊の偉業を

称えるモニュメントが、南緯８０．５度の

「やまとゆきはら」に到達した１月２８日

の記念日に向けて建てられます。 
白瀬隊から４５年の時を経て、日本の南

極観測隊は昭和基地を建設し、第 1 次越冬

隊による観測が開始されました。さらに 

５５年を経て、現在は第５３次隊と、越冬

を終えた第５２次隊がともに昭和基地で夏

期観測、作業や野外活動に従事しています。 
この１００年間の社会の変化や技術の進

歩には目を見張るものがあります。輸送ひ

とつをとってみても、白瀬隊のわずか  

２００トン余りの開南丸と現在の観測船

「しらせ」とでは比較のしようもありませ

ん。さらに今日では航空機による大陸間の

輸送も現実のこととなっています。 
私たちは、南極観測５０周年と新「しら

せ」就航を機会として、２００８年に「新

たな南極観測のありかた」(注)のビジョン

を描きました。これはラフなデッサンでし

たが、今後の指向性を示しています。また、

日本学術会議では今後１０～２０年を掛け

て実施が期待される「学術の大型施設計

画・大規模研究計画」をとりまとめようと

しており、このなかに極域研究者が中心に

なって、「極域研究のフロンティア」と題し

て南極や北極の計画も盛り込もうと努力し

ています。その中のひとつが、「南極内陸総

合観測計画」です。 
南極大陸の内陸地域の越冬基地は、極点

（米）、ボストーク（露）、コンコルディア

（ドームＣ、仏・伊））のわずか３基地にす

ぎず、夏の基地としては、ドームふじの他

には、ドームＡ（中国）とコーネン基地（独）

が存在するのみです。しかし、この内陸部、

特にドームふじのような表面地形の高まり

では、７０～１００万年にも達する古い氷

床氷が採取できるだけでなく、上層の大気

や超高層、さらには天文観測にとってたい

へん重要な基地になることがわかっていま

す。この計画では、さらに、氷床下の基盤

地質や生物、氷床中の生命活動など、大気

から氷床下の岩盤までの鉛直方向や周辺地

域を含めた面的な観測を展開して地球惑星

科学の新展開をはかろうとするものです。 
しかし、これらの研究や観測をおこなう

ためには、なによりも内陸への物資輸送力

を確保しなければなりません。その上で、

新たなドームふじ基地を建設する必要があ

ります。 
ロジスティクスの力がすべての活動を規制

します。現在進められている無人走行トラ

クターの開発はその一環ですし、航空力は

もっと活用されるべきでしょう。そして、

新たな内陸基地の設計の構想にも着手しま

した。 
昭和基地の充実もまた大課題です。ご存

じのように、昭和基地は建設の止むことの

ない基地です。次々と計画される研究や観

測に対応するための施設の建設と、一定数

の隊員が安全に生活し、安定した観測や研
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究ができるインフラストラクチャとしての

基地機能の充実が課題です。 
しかし、これは容易なことではありませ

ん。最近のリュツォ・ホルム湾の氷状は厳

しく、世界最新鋭の観測船「しらせ」をも

ってしても接岸の保証はありません。現に、

現時点（１月１１日）で、まだ昭和基地ま

で２５マイルの地点で苦闘しています。こ

うした氷状もいつかは好転するでしょうが、

むしろ虚心に、厚い定着氷を進まなければ

到達できない位置にある昭和基地をどのよ

うに維持経営すべきかということを考えね

ばなりません。 
一方で、「まだ、南極観測を続けているの

か」、「南極観測を５０年以上も続けていて、

まだやることがあるのか」とか、「南極観測

をやって何の意味があるのか」といった声

も聞くことがあります。スポンサーである

国民に南極観測の意味をしっかり伝えてこ

なかったのではないかという反省とともに、

日本が南極観測を国家事業として継続して

いくことの重要性をしっかり伝えることに

は、現実に従事しているわれわれはもちろ

んですが、南極ＯＢ会の皆様のご協力を仰

いで地道に続けたいと思います。 
立川キャンパスに設置した「南極・北極

科学館」には、そうした目的の中心となる

拠点としての役割があります。さいわい好

評を得て、一昨年夏の開館以来、1 年半で

すでに４，６００人もの入館者を得ました。

この科学館の運営の一部についてはすでに

ＯＢの皆様からご助力をいただいています

が、さらなる助言やご協力をお願いいたし

ます。 
本稿は南極ＯＢ会報の記事ですので、南

極に限って記しましたが、国立極地研究所

は名前が示す通り、北極も重要な研究対象

です。南北両極を等しく研究することによ

って、地球惑星の歴史と営みを明らかにす

る道筋をたどっていきたいと思っています。

 
(注)「新たな南極地域観測事業のあり方─ 新観測船時代のビジョン ─」は、 
http://www.nipr.ac.jp/jare/topics/shinsedai_houkoku_ver20080626.pdf 
を参照ください。 

 
 

 

第５３次南極地域観測隊壮行会開かる 
 
 

南極 OB 会主催による、第５３次南極観

測隊の壮行会が平成２３年１１月２日（水）

の夕刻より開催された。場所は東京都千代

田区竹橋の「パレスサイドビル」９階レス

トラン「アラスカ」。出席者は会員約６０名、

第５３次隊約４５名、概ね１０５名ほどで

あった。 
壮行会に先駆けて、白瀬南極探検１００

周年記念事業委員会が編集したドキュメン

ト映像「白瀬南極探検隊の記録（仮題）」を

渡邉興亜氏による解説で上映し、後ほど第

５３次隊に贈呈した。なお、この映像は再

編集されて２月２５日の公開講演会で再上

映される。 
 壮行会は神田 OB 会運営委員長の開会宣

言に次いで、渡邉研太郎氏の司会で進めら

れた。川口会長、谷垣自民党総裁、白石極

地研所長の挨拶に次いで楠氏の乾杯と進み、

その後、あちこちで無事の帰国を願って懇

談した。 
 一段落したところで、山岸第５３次観測

隊長、石澤越冬隊長による挨拶や事業計画

などのお話をいただいた。そして恒例の新

隊員の自己紹介では、和やかなやり取りを

交えながら楽しいひと時をすごした。 
 最後に川口会長より第５３次隊へドキュ

メント映像の贈呈と関谷会員（会友）より

「しらせ」の絵が贈呈されて終了した。 
以下に当日の様子のスナップ写真を掲載

する。 
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司会 渡邉氏       観測隊長 山岸氏挨拶     越冬隊長 石澤氏挨拶 

   
 

   
 

   
以上９葉の写真は第５３次隊員による自己紹介スナップ 

 

   
ドキュメントの贈呈     関谷会友からの絵の贈呈      会場風景 

 

推進本部の壮行会開催 

また、南極地域観測統合推進本部（本部

長：中川正春文部科学大臣）主催の第５３

次南極観測隊並びに「しらせ」乗員の壮行

会が、１１月１０日（木）午後５時半から、

東京・港区元赤坂の明治記念館「富士の間」

で開催された。観測隊は山岸久雄隊長らが、

「しらせ」側は中藤琢雄艦長以下幹部がそ

れぞれ参加した。
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第８ 回「南極の歴史」講話会 

（2011 年 10 月 22 日（土）14:00～16:00 日本大学理工学部）  

「南極探検裏話」 

   

南極観測幕開けの頃 

中村純二 
（１S、２S、３W、東大名誉教授） 

 

 
講演する中村純二氏 
 

第 １ 回 国 際 地 球 観 測 年 （ IGY ） は    

１８８２～８３年に、第２回 IGY は５０年

後の１９３２～３３年に実施され、わが国

も第２回には参加した。 
その後、科学の進歩は著しく、１１年周

期の太陽活動、従ってオーロラ出現率も、

１９５７年頃極大になると思われたので、

IGY 委員会では第３回を前回の２５年後に

当たる１９５７～５８年に行うことを決め、

今回は特に南極大陸での各国の協同観測を

重視することとなった。 
１９５５年に入ると、日本学術会議内で

も、是非参加したいとの声が高まり、朝日

新聞も１億円を醵出して後援を申し入れて

きた。 
日本学術会議の茅誠司議長は、大戦終了

後未だ低調だった国民の志気を昂める為に

も、わが国の科学水準の高さを示す為にも、

この際日本製の観測船や機器を準備して、

南極観測を是非実現したいと考えていた。 
白瀬中尉の南極探検に関心の深かった 

松村謙三文相もこれに賛同し、茲に国家事

業としての南極計画案が纏まった。 
同年９月ブリュッセルで開かれた IGY委

員会には、学術会議の長谷川・永田両委員

が出席、以下の案を説明して、全員一致の

承認を得たが、日本に割り当てられた観測

地点は、東経３０度付近の前人未到の厳し

い大陸海岸であった。 
このためわが国は、一年早く’５６年に予

備観測隊を送って、設営準備や本観測のた

めの偵察を行い、’５７年に本観測隊を出す

ことに決まった。 
観測部門は気象、地磁気、極光・夜光、

電離層、宇宙線、地震、地理、海洋等、設

営部門は建築、機械、航空、医学、通信、

食糧、装備、犬等の各学会が協力、観測船

は海上保安庁に委嘱して宗谷を改装し、念

のため髄伴船として東京水産大学の海鷹丸

に同行して貰うことも決まった。 
この間、マスコミの協力は、国民、特に

小中高校生にまで大きな影響を及ぼし、寄

付金なども次々に申し込まれて、事業は大

いに盛り上がった。中でも朝日新聞社は援

助金や濤沸湖訓練への協力、宗谷へのセス

ナ機の貸与等、貢献度が大きかった。 
時期は相前後するが、最終的には次の組

織と体制が固まった。南極地域観測統合推

進本部（松村本部長）、日本学術会議内の南

極特別委員会（茅委員長）、寄付金凡ての受

け入れ機関は日本学術振興会となった。そ
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して観測隊長に永田武教授、設営総括の副

隊長に西堀栄三郎博士、宗谷船長に松本 

満次海上保安官が夫々決定した。 
 

 
第１次隊の西オングル島昭和平での上陸式後、

大陸を臨む羊背岩上にて。左より西堀越冬隊長、

中村、田英夫共同通信記者。（撮影 林田重男

カメラマン） 
 

第１次予備観測隊の出航は１１月８日と

決まったが、それまでの期間は数ヶ月しか

なく、特に設営部門では連日午前様となる

忙しさであった。特に宗谷の砕氷能力１メ

ートルへの改装は大変で、日本鋼管浅野ド

ックでの夜を日についでの関係者の奮闘に

は頭の下がる思いであった。宗谷のレーダ

ーは米国製、クロノメーターはスイス製で

あったが、この辺りが当時の日本の限界で

あった。 
観測隊員には観測と同時に、設営の経験

や知識も要求されるので、東大、京大、北

大等の山岳部 OB が多く選ばれたが、観測

遂行の為には、それ以外の大学や研究所も

必要であり、更に各メーカーから報道、芦

峅寺四人衆に至るまで、全員の尽力が必要

であった。 
更に宗谷や海鷹丸船員の協力や、中でも

ビセット時の献身的な努力も不可欠で、結

局参加者全員の積極的な協力により、この

大きな事業は実績を残したものであり、そ

の後の南極観測に繋いで行くことも出来た

と考えられる。宗谷時代の南極観測に取り

組んだ多くの方々に改めて感謝の意を表す

るものである。 
最後に次のスライドを上映した。 

○暴風圏や氷塊に挑んだ第１次の宗谷 
○第３次の際、生きていたタロとジロ。 
○タロ・ジロ等とともに出かけた２０日

間の小型犬橇旅行（中村・平山） 
○オーロラ帯直下で観測された活発なオ

ーロラや赤いオーロラ（１９５９年は

百数十年間で太陽活動最大の年であっ

た）。 

 
 

 
 

白瀬南極探険１００周年記念東京講演会 

「南極英雄の時代」の探検と白瀬南極探検 

 

 １００年前の１９１１年１２月１４日、

ノルウェーのアムンゼン隊が人類最初の南

極点到達を果たしました。遅れること 1 ヶ

月、１９１２年１月１６日に英国のスコッ

ト隊も南極点に達しましたが、ロス島の根

拠地への帰還を果すことはできませんでし

た。その頃、ロス海東側の鯨湾を出発した

白瀬隊は１９１２年１月２８日に南緯８０

度付近の地点まで南進し、その地を「大和

雪原」と命名しました。同じ頃、野村船長

に率いられる「開南丸」はエドワード七世

ランドの沿岸を調査しつつ東に航海し、西

経１５１度２０分付近で行く手を群氷に阻

まれたため鯨湾へ帰還、陸上隊を収容して

います。 

 １９世紀（１８９７〜９９）の終わりに

はベルギー人が率いる国際隊がアムンゼン

海〜ベルングスハウゼン海でビッセトされ

た「ベルジカ」号上で南極最初の越冬を余

儀なくされます。この船にはアムンゼンが
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航海士として乗り組んでおり、彼の南極点

初到達の礎となる経験を積んでいます。ま

た、この出来事は南極探検「英雄の時代」

の幕開けでもありました。 

 今年２月２５日（土）、２６日（日）の二

日間．東京神保町、一橋講堂（学術情報セ

ンター）にて、白瀬南極探険１００周年を

記念した講演会を開催いたします。２５日

は白瀬南極探検を中心に、「南極記」を英訳

した英国探検史家による講演、開南丸船長

から見た南極探検航海についての講演およ

び白瀬南極探検から現在の日本南極観測へ

の発展が日本人講師によって語られます。 

 ２６日の講演会は「南極探検英雄の時代

の英雄達」をテーマに、当時、ロス棚氷か

ら極点に向った探検隊（英、ノルウェー）、

「ベルジカ号」探検の関係者をお招きし、

それぞれの探検の背景とその成果とともに、

そうした探検が現代社会にどのように受け

とめられているかを語ってもらう事を開催

趣旨としています。 

 韓国極地研究所からも韓国南極観測で指

導的役割を果たされた講師をお招きし、ア

ジア人の立場から見た白瀬南極探検につい

て語ってもらう予定です。 

 詳しくは、本号に同封されたパンフレッ

トをお読みください．講演会は一般公開で

すので、ご関心をお持ちの方々にお伝え願

えれば幸いです。 

（コンビーナー：渡邉興亜、神田啓史）

 

 

「南極記」勉強会（中間報告） 

小野延雄 

 

 白瀬矗が帰国した翌年の暮（１９１３年１２月）に、大隈重信が会長を務めた南極探検後

援会が編纂した『南極記』は，白瀬南極探検隊の公式報告書である。この「南極記」を読み

解いてみようと勉強会を開いている。この勉強会の活動の中間報告を記す。 

 

百年前，南半球の夏至の日よりも一週間

ほど早い１９１１年１２月１４日に，アム

ンセン隊が南極点に初到達した。アムンセ

ンが急いだ理由は，スコットに先んじたい

ことよりも，１９１２年の天測暦を持って

いなかったので，１９１１年の内に着かな

ければならない事情があったのだと伝えら

れている。シャクルトンが南極点まであと

１８０キロの南緯８８度２３分で引き返し

たのが１９０９年１月９日，スコット隊が

南極点に到達したのは１９１２年１月１７

日であった。その前日の１６日に白瀬隊が

南極大陸（ロス棚氷）に日本人として初上

陸を成し遂げ，南緯８０度０５分まで進ん

で日章旗を掲げたのが２８日と，皆，夏至

を過ぎて南極の厳しい寒さが緩む１月の行

動であった。 

 大隈重信が会長を務める南極探検後援会

が編纂した『南極記』は，白瀬南極探検隊

の公式報告書であり，帰国した翌年の暮 

（１９１３年１２月）に成功雑誌社から発

行された。南極ＯＢ会は，白瀬隊１００周

年を機に，南極の大先達である白瀬南極探

検隊の装備や足跡，諸外国隊との交流背景

を学びたいと「『南極記』勉強会」（世話人：

小野延雄）を立上げ，これまでに１０回ほ

ど開催した。開催場所は，ＯＢ会事務局あ

るいはゼロダテアートセンター（千代田区

外神田６丁目／旧練成中学校舎）で，開催

日，主な話題及び話題提供者は次の通りで

ある。 

第１回２０１０年１２月１７日 

『南極探検船最南記録と鯨湾の位置づ

け』小野延雄 

第２回２０１１年３月５日 

『南極記の動物』永延幹男・国分亙彦 

第３回２０１１年４月９日 

『野村船長の航海日誌』宇都正太郎 

第４回２０１１年５月１４日 

『白瀬隊持参の気象測器』松原廣司 

第５回２０１１年６月４日 

『白瀬記念館所蔵資料』石船清隆 

第６回２０１１年７月９日 

『続・白瀬記念館資料』石船清隆 

第７回２０１１年８月１３日 

『南極記英訳本出版関連』楠宏 
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第８回２０１１年９月３日 

『日付変更線通過記述』小野延雄 

第９回２０１１年１０月２９日  

『樺太犬及び犬橇』小野延雄 

第 10 回 ２０１１年１２月３日   

『極地研所蔵白瀬南極探検関係資料』神

田啓史 

毎回，新知見や関連話題が提供され，議

論が白熱することも多い。 

今後も何回か継続する予定で，来年度中

には冊子として印刷することを考えている。

 

☆☆☆☆☆☆☆☆ 

英訳「南極記」について 
 

このたび、白瀬矗の功績を記述した「南

極記」が、アメリカ在住スコット極地研究

所のヒラリーシバタ（Hilary Shibata）氏

により英訳され、出版された。ヒラリーシ

バタ氏には２月２５日（土）の国際講演会

「南極探検時代の英雄たち」の中の「南極

記の英訳―ヨーロッパからみた白瀬南極探

検隊」で講演をいただくことになっている。

アムンゼンやスコットが活躍した同時代の

白瀬矗を世界に知ってもらうためにも、機

を得た英訳「南極記」である。この「南極

記」を OB 会で取り扱う。OB 会で購入いた

だくと本体４，５００円、送料込みで   

５，０００円である。 

この機会に是非ご購入をご検討下さい。 

購入受付は南極 OB 会事務局です。裏表紙の

事務局案内までご連絡下さい。 

 

   
 

英訳「南極記」

 
 

 
 
 

 
 
 
極地研究所所長に白石和行氏 

 大学共同利用機関法人情報スシテム研究

機構は、同機構教育研究評議会で、藤井  

理行国立極地研究所長の後任として、国立

極地研究所白石和行（しらいし・かずゆき）

教授（６３歳）を選考、２０１１年１０月

１日付で発令した。任期は４年。 
 白石新所長は北大大学院卒。１４次冬、

２１次冬、２５次夏、２６次夏、３１次冬

副隊長、４０次夏隊長、４７次夏隊長を務

めた。雪氷地学系。 
 

しらせ出港 

 南極観測船「しらせ」（中藤琢雄艦長）は、

南極へ向け２０１１年１１月１１日１１時

半、東京・晴海埠頭を出港した。オースト

ラリアのフリマントル港で第５３次南極観

測隊員や同行者を乗せ、同月３０日南極へ

向け同港を出港した。 
  
「しらせ」の帰国は、４月中旬の予定。 
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５３次観測隊出発 

 第５３次観測隊（山岸久雄隊長）隊員と

同行者は、１１月２４日成田空港を出発し

た。２５日にフリマントルで「しらせ」に

乗船、３０日に同港を出港、昭和基地に向

かった。 
 ５３次隊は夏隊３３名、越冬隊は石澤賢

二越冬隊長以下３１名、計６４名。同行者

２６名。このうちセール・ロンダーネ山地

の野外観測に夏隊員５名、「海鷹丸」での海

洋調査に夏隊員３名、同行者１０名が参加

する。 
 

山地地学調査隊も出発 

 第５３次の別働隊である山地地学調査隊 

５名は、一足早く１１月１０日成田空港を

出発した。昭和基地西方７００ｋｍのセー

ル・ロンダーネ山地の野外地学観測と測地

観測を行なっている。ケープタウンからチ

ャーター機でノボラザレフスカ基地へ飛び、

主としてベルギーの基地を拠点として観測

を実施する。予定では２月２１日までの約

１００日間。 
 

海鷹丸による観測も実施 

 東京海洋大学の海鷹丸に夏隊員３名、同

行者１０名が参加。１２月２１日成田空港

出発、フリーマントルで「海鷹丸」に乗船、

「しらせ」とタイアップした集中的な海洋

観測を行い、二酸化炭素吸収による海洋の

酸性化等に伴う海洋生態系の変化をとらえ

るための調査をする。オーストラリアのホ

バートに２月はじめに入港する予定。 
 

「しらせ」難航、接岸断念 
砕氷艦「しらせ」は厚い氷と例年以上の積

雪のため、昭和基地に近づけない状況。この

ため１２月２３日、予定よりも少し遠い地点

からヘリコプターで、第５３次隊が昭和基地

入りすることになった。しかし、この日はし

らせ付近の天候が悪く、朝から飛ぶ予定だっ

たヘリコプターがなかなか飛なかった。結局

予定よりかなり遅れて、家族からの手紙や写

真が入った「第１便（表紙写真参照）」が各隊

員宛に届けられたが、楽しみしていた新鮮な

野菜はおあずけとなってしまった。 
なお「しらせ」はその後も難航し、今年

１月２４日現在昭和基地から約１７ｋｍ地

点で接岸を断念、この地点に停留した。停

留地点より昭和基地に空輸および雪上車に

よる輸送を開始。接岸できなかったのは 

１９９４年の第３５次以来で、新しらせに

なってからははじめてである。 
停留地点の氷厚は５～６ｍ、積雪７１～

１３５ｃｍとのこと。この地点までにおけ

るラミング回数は流氷域で３５０回、定着

氷域で２０７２回、合計２４２２回であっ

た。

 
 

☆話題提供 

ＴＢＳ特別番組『南極大陸』を見ましたか 
柴田鉄治（７次夏、４７次夏） 

「史実と違いすぎる」「いや、ドラマなのだ

から…」とＯＢの感想は真っ二つ 
 
 みなさん、ＴＢＳの開局６０周年記念特別

番組『南極大陸』を見ましたか。ＯＢ会会報

にテレビ番組の話題、それもドラマの話はち

ょっと場違いかもしれませんが、たまには脱

線して、テレビドラマを取り上げてみてもい

いでしょう。 
 ２０１１年１０月から始まって１２月に終

わったこの特別番組、毎週日曜日のゴールデ

ンアワーに一時間（最初と最後はもっと長く）

という豪勢な枠で、ＴＢＳが局をあげて取り

組んだドラマです。主演に人気抜群のキムタ

クこと木村拓哉を起用し、ほかにも柴田恭兵、

香川照之、堺雅人、緒形直人ら錚々たる配役

陣による豪華版なのです。 
 昔々、『南極物語』という映画がありました。

観客動員数日本一をしばらく続けたほどの人

気で、ＴＢＳの番組もそれのリメイク版かな
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と思いましたが、まったく違いました。ただ、

ちょっと似ているところもありました。イヌ

が主役だというところです。そして、イヌた

ちがなかなかの名演技だったことも。 
 あらすじを言えば、敗戦後のまだ貧しかっ

た日本が南極観測に乗り出し、第１次観測隊

が「宗谷」で南極に到達、オングル島に昭和

基地を建設して、第１次越冬隊を残すことに

成功。ところが、第２次隊は気象状態が悪く

て越冬隊を送り込めず、そのまま基地に残さ

れたカラフト犬のうちタロとジロが生きてい

るのを第３次隊が発見するというのです。 
 こう言えば、史実をなぞっているように聞

こえますが、細部は、まるで違っています。

それはともかく、初回と最終回の視聴率は 

２０％を超えたそうで、ＮＨＫの視聴者が選

んだ「昨年のテレビドラマ・ベスト１０」で

も第６位にランクされていました。ＴＢＳと

してはまずまずの成功だったとみているよう

です。 
 

 
週間ザテレビジョン１１月１３日臨時増刊号

より複写 
 
 ところで、このドラマを南極ＯＢたちはど

う見たのでしょうか。実は１１月と１２月の

南極倶楽部などＯＢの集まったところでは必

ずこのドラマが話題になり、やはり関心が高

いのか見ている人が多く、大いに盛り上がり

ました。 
 私のみるところ、ひと言でいうと、意見は

真っ二つに割れたようです。一方の意見は、

あまりにも史実と違いすぎるというものです。

とくに、ドラマの冒頭に「５４年ぶりに明か

される真実！」という宣伝文句が入り、そこ

から始まる番組なのにひどすぎる、「あんな宣

伝文句がなければまだいいのに」というので

す。 
 主役のキムタクは、実在の第１次観測隊員

の何人分かを合わせたような役柄であり、さ

らにいえば、南極観測を提唱した朝日新聞の

矢田喜美雄記者の役まで兼ねていたのですか

らやむを得ないとしても、隊長や越冬隊長は、

どうしても実在した人物（永田武氏や西堀栄

三郎氏）を知っているだけについ比べてしま

うので、「違うなあ」という思いが一層つのる

のです。 
 この意見の人たちの間で、ひときわ評判の

悪かったところは、観測船「宗谷」が暴風圏

を行くとき、船室まで水浸しになる場面です。

「揺れのひどさは誇張してもいいけど、船室

まで海水が入ってきたら船は沈みますよ」と

いうわけです。 
 また、白夜のはずなのに、夜になったり、

日の出があったり。さらには「白瀬隊の隊員

だった父親がポツヌーテンを知っていたなん

て、場所が違いすぎますよ」という専門家ら

しい指摘までありました。 
 これに対して、もう一方の意見は、ドラマ

なのだから史実と違っても当然、番組の最後

に「これはフィクションです」とお断りまで

入れているのだからいいではないか。それよ

り「いまの人たちに南極観測への関心を高め

てくれるだけでもありがたいと思わなければ

…」というものです。 
 とくに、当時の子どもたちが５円、１０円

とお小遣いを持ち寄って南極観測を応援して

くれたという事実や、昭和基地にカラフト犬

を置き去りにせざるを得なかった事情などは

史実に近く、そういうことをいまの人たちに

わかってもらえるだけでも嬉しいドラマだと

いうのです。 
 この論争を私はただ黙って聞いていただけ

で、私の意見は何も言いませんでしたが、も

し私の意見はと訊かれたら、こう答えるでし

ょう。「どちらかといえば、後者の『関心を高

めてくれてありがたい』というほうですが、

ただ一点、これだけは違うな、と強調したい

ことがあります。それは、南極観測が敗戦後

の国民を元気づけたニュースではありました

が、ドラマが強調しているような国威の発揚、

国家の威信を高めようとするものでは決して

なかったということです。 
 「宗谷」の出航を見送る人たちが一斉に日

の丸の小旗を振っている場面が違うと言って

いるわけではありません（実際は、朝日新聞

社が宣伝用に配った社旗だったのですが…）。

そうではなくて、南極の素晴らしさは、国境

もなければ軍事基地もない、人類の共有財産

であるところにあり、国威の発揚のためにと

いう解釈は、決してふさわしくないからなの

です
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連載 支部便り⑩ ((信信州州支部)) 
 

 今回の支部便りは、白瀬南極探検隊１００周年記念事業として行った信州支部と山陰支部

の活動を報告します。 

 

「白瀬南極探検隊 100 周年記念講演会・展示会」に取り組んで 

荻無里立人（２７W ） 

 

昨年 1 月にこの企画の実行委員長の井上

さんと OB 会記念事業委員会幹事長の渡辺

元所長から相次いで丁重なメールが来まし

た。内容は「白瀬百年講演会を信州支部で

企画して欲しい」というものでした。早速、

これを話題に支部の新年会を開いたのが 

１月２１日でした。そこでは、「もしやると

すれば、５０周年が長野だったので場所は

松本、時期は子どもたちが夏休みになった

頃」という大枠だけを確認しました。展示

と講演会を同時に行うためには、そうした

設備のある会場を確保しなければなりませ

んが、松本には「県の森文化会館：旧制松

本高校（重要文化財）」という絶好の施設が

あります。新年会の席では他の話題で盛り

上がってしまい、支部企画については「で

は、そこで」だけが確認されました。 

３月に入り同会館に連絡をとって予約し

ようとすると、講堂等は優先利用の団体で

１０月まで予約で一杯でした。また、他の

松本市内の公的施設も同じような状況で、

特に土日は比較的小さな会場も空いていま

せんでした。仕方なく隣接する塩尻市内の

施設を探す中で総合文化センターを予約す

ることができました。名称を「白瀬南極探

検隊１００周年記念講演・展示会」とし  

７月３１日（日）に開催することにしまし

た。講演は井上さんにお願いすることとし、

展示物はしらせ記念館からお借りすること

にしました。また、参加対象を子どもたち

に絞り広報することにしました。 

情報発信のためのポスターはプロジェク

ト委員会で全国７会場のものを作成してい

ましたが、支部独自のものが必要との判断

で作成することにしました。６月末には塩

尻市教育委員会の後援が決まり、ポスター

とチラシを市内の高校とすべての小中学校

の児童・生徒に配布しました。また、メデ

ィアでの広報はオブザーバーとして参加経

験者のいる地元紙の信濃毎日新聞（以後信

毎と標記）にお願いし、７月２２日に全県

版に記事が掲載されました。問い合わせは

ありませんでしたが、当日以降数件のメー

ルがあり記事掲載の効果が確認できました。

また、信毎の記事を見て中日新聞から取材

の申し込みがあり、こちらは翌日掲載され

ました。 

 

 
講演する井上さん 

 

当日は支部の松沢さん、岡江さんそして

実行委員会から山木さんと渡部さん、そし

て井上さんにも手伝っていただきパネルの

準備から始めました。展示は当初会議室を

予定していましたが、講演会場までのロビ

ーを借りることができそこに展示しました。

講演会場の講堂内にもパネルを展示し、講

演を待つ間に見ていただくようにしました。

午前１０時過ぎには展示を見に来る人が訪

れるようになり、中には白瀬南極探検隊の

タペストリーを隅々まで読んでいる方もい

ました。講演会は予定通り午後１時に、野
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村支部長のあいさつから始まりました。参

加者は４０名程でしたが、井上さんの講演

に熱心に聞き入っていました。中に最後ま

で残って展示を見ていた中学生がいて「将

来は南極に行って生物の観測したい」と言

ってくれたのが印象的でした。このことは

翌日の信毎でも報道されました。 

講演会の参加目標を最低１００人として

いましたが、達成できませんでした。前回

の５０周年ではテレビ局にも告知を依頼し

ましたが、今回はそこまで手が回りません

でした。しかし、展示を見に来た家族づれ

の多くが学校を通じて配布したチラシを見

ての参加であり、こうしたきめ細かな宣伝

が重要であることが理解できます。また、

後になって市内の学校の先生から問い合わ

せがあり、南極観測については、子どもた

ち向けの情報発信を続けることの意義を実

感する機会になりました。 

 

 

 
講演会に参加された皆さん 

 
☆ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

連載 支部便り⑪ ((山山陰陰支部)) 
 

白瀬南極探検隊 100 周年プロジェクト 
 大谷修司（１９W、４１S） 

 
白瀬南極探検百周年を記念して、南極 OB

会山陰支部が主催して講演会・企画展が  

２０１１年１２月１１日に鳥取県米子市文

化ホールにて開催された。白瀬南極探検隊

に鳥取県出身の西川源蔵氏（当時２４歳）

が糧食係として参加していたことから、今

回の山陰支部主催講演会・企画展は鳥取県

の米子で実施することとなった。 
今回は講師として国立極地研究所名誉教

授の小野延雄先生に来て頂き、また、白瀬

南極探検隊記念館の石船清隆氏、加藤潤氏、

秋田県企画振興部の渡部健氏が遠方より参

加して下さった。来場者は約８０名程度あ

り、年齢層は広く親子づれの姿もあった。 
最初に白瀬中尉の人柄や白瀬南極探検隊

の概要を参加者に知って頂くために南極

OB 会編の記録映画「南極記」を上映した。

続いて小野先生には「百年前の南極探検」

と題して、イギリスのスコット、ノルウェ

ーのアムンセン、そして日本の白瀬中尉が

ともに同時期に南極点をめざしたことや、

各隊の活動内容・成果を比較しながらわか

りやすく紹介して頂いた。この中で、鳥取

県出身の西川隊員が白瀬隊の南極点を目指

した隊とは別に、沿岸部で登山をしたこと

も紹介された。西川隊員が中腹まで登った

山は日本の資料では未踏の山となっていた

ものの、アムンセン隊の隊員がすでに登頂

していたことなどが外国の資料からわかっ

た点を挙げられ、小野先生は日本以外の文

献に広く当たる必要性を指摘された。また、

アメリカのバードが自分で命名した南極の

地名について、すでに白瀬が自分と同じ地

点を大隈湾や開南湾と命名していたことを

確認した後、白瀬が命名した地名に修正し

たことも紹介された。先人の仕事をきちん

と分析評価するバードの姿勢を小野先生が

語られたことが印象深く残っている。最後

に昭和基地でのタロ・ジロとの再会の話題

となったが、小野先生が３次隊夏隊で実際

にタロ・ジロに会われた実体験に基づく話

は参加者の興味をひいたようだ。 
山陰支部からは２名が最近の南極観測に

ついて話題を提供した。まず、４９次夏隊

生物担当高橋哲也氏が「南極の自然環境と

研究観測」と題して、高橋氏の研究テーマ
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であったオゾンホールによる紫外線の増加

と人工皮膚やペンギンの目に対する影響、

南極氷床のでき方、昭和基地周辺の生物な

どを紹介した。続いて４０次越冬隊の医療

隊員大谷眞二氏が、「現在の越冬隊員のくら

しと健康」と題して、隊員の生活面・健康

面を中心に設営に関する講演を行った。世

間の南極観測隊員のイメージは「高倉健」

や「木村拓也」かもしれないが、実は近所

にいるような人が隊員の真の姿であること

が紹介され会場の笑いを誘っていた。 
小野先生の南極氷を用いた実験では、空

気の取り出し方や結晶の観察を実施したが、

大人も子供も興味をもって身を乗り出して

観察していた（写真１）。特に、氷の結晶が

偏光フィルターの回転で色が変わるところ

は印象に残ったようだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 小野先生による南極の氷を用いた

実験に見入る参加者の皆さん 
 

展示については白瀬南極探検記念館の渡

辺氏と加藤氏に白瀬のパスポートの実物、

提灯行列許可願いや開南丸の模型を持って

きて頂いた。やはり白瀬の自筆が入ったパ

スポートの本物は複製とは異なり、１００

年を超えて参加者の気持ちをわくわくさせ

てくれた。また、山陰支部の森本建司氏 

（２８次越冬設営）によって鳥取市図書館

に西川源蔵氏が所有していた南極記が保存

されていることや、その中に陸軍大将乃木

希典の名刺に赤字で「祝壮挙」と揮毫され

たページがあったことも今回わかった。陸

軍大将が揮毫するほどの大きな国民の関心

事であったことがこのことからも伺われる。 
トピックスとしては、会場には白瀬探検

隊に書記長として参加した「多田恵一」の

子孫にあたる大林義明ご夫婦が、わざわざ

岡山市から参加して下さった。近親者にし

かわからないことが往々にしてあるが、 

多田恵一氏の読みは「タダ・エイチ」だそ

うだ。さっそく講演会終了後、白瀬南極探

検隊記念館の石船さんたちは情報収集のた

め岡山の大林氏宅を訪ねられた。 
イベント終了後は小野先生や秋田からの

参加者を含めて、ささやかな懇親会が開催

された。前山陰支部長である吉川暢一氏 

（１０次越冬隊医療）御用達の居酒屋「陣

屋」で地元名産の松葉ガニをつまみながら

の宴席となり、講演会では語り尽くせなか

った南極談義に花が咲いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ 小野延雄先生を囲んで南極 OB 会 
山陰支部のメンバーと記念撮影 
 

今回のイベントを実施するにあたって、

準備段階から南極 OB 会や白瀬日本南極探

検隊１００周年プロジェクト実行委員会に

は、貴重な資料の提供や資金援助等で大変

お世話になった。講師をして頂いた小野先

生、後援をして頂いた朝日新聞米子支局、

NHK 鳥取放送局、BSS 山陰放送、新日本

海新聞社、中海テレビ放送、鳥取県教育委

員会、協力して頂いた国立極地研究所、当

日の運営にご協力頂いた日本山岳会山陰支

部の遠藤さん、佐藤さんにお礼申し上げる。
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連載「帰国後の各隊の動き」 
 

第２４次隊帰国後の活動報告 
大久保栄治（２４W） 

 
第２４次隊の同窓会が去る１１月１２日

(土)東京台場、ホテルグランパシフィック

で開催された。越冬隊、夏隊、オブザーバ

ー全４７名中３７名参加の大盛会であった。

２４次隊は越冬中、「余裕の２４次」をモッ

トーに淡々と任務を遂行してきた。ところ

が帰国後はそれぞれの仕事に専念していた

ため（？）全員集合の機会はなかった。晴

海を「ふじ」で出港してから３０年目の今

回がなんと初めての同窓会であった。帰国

後南極への再度、再々度と渡航した隊員は

１８名を数え、２４次以降８回も参加した

隊員もいた。歓送会などはその都度集まれ

る者が催していたが、全員集合の機は熟し

ていなかった。今回、隊員の平均年齢が  

６０歳を越え、最長老の年齢も考えると、

全員が元気な内に一度顔を合わせておこう

ということで、満を持して集まったのであ

る。今まで同窓会がなかったのは隊員間の

不仲という訳では決して無いのである。た

だ、面倒くさがり屋が多い隊であったのは

否めず、今回も、まだ現役の若手は仕事都

合でやむなく欠席の者も何名かいたが、中

には「面倒くさいからな～」と欠席した者

もいた。 
 

 
早く真ん中に集まれ！ 
 

同窓会は、奇しくも前日に５３次隊の「し

らせ」が通過していったレインボーブリッ

ジを眼下に望む会場で、名司会者の志賀重

男隊員の開会宣言で始まり、北海道からわ

ざわざ参加してくれた前晋爾隊長の越冬当

時と変わらぬ余裕を漂わせた挨拶、山形か

ら参加してくれた元気あふれる最長老の高

橋永治隊員の音頭による乾杯、集合写真撮

影と続き、その後は矢野隊員が撮影した 

２４次隊の昭和基地の動画をスクリーン上

に流しながら約１時間歓談。およそ３０年

ぶりの再開となる隊員も多く、昭和基地と

同じようにかなりの変貌を遂げている隊員

も何名かいたが、直ぐに違和感なく再認識

された。会場は、そこここに談話の輪がひ

ろがり、笑顔と、歓声があふれていた。 
 

 
全員集合 
 

会の後半は各部門ごとに壇上に上がり、

隊員が一人ずつ挨拶をした。近況報告もあ

れば、時効となった今だから話すという越

冬中の秘話まで飛び出し、会場は笑顔、笑

顔、笑顔。合間に神田啓史隊員による当時

のスライドを上映しながらの２４次隊のコ

ウセキ（航跡？功績？）発表もあり、会場

の空気はまさに昭和基地での全員集合。 
今回集まった隊員は５０代後半から８０

歳過ぎまで、平均年齢は６１歳であった。
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各人の挨拶を聞いていると、ほとんどの隊

員にとって南極行きは生き方に大きな影響

を与え、人生の重要な構成要素となってい

た。 
なお、同窓会の前日、石沢賢二隊員が  

５３次越冬隊長に急遽ピンチヒッターとし

て決まり、会は石沢隊員の歓送会も兼ねる

こととなった。石沢隊員が挨拶で意気込み

を披露した後、馬場廣明隊員の音頭で皆か

ら５３次隊の無事越冬祈願のエールが贈ら

れた。 
最後は、やはり馬場隊員の発声のもと 

３本締めでお開きとなった。あっと言う間

の３時間、全員で３０年前にタイムスリッ

プの同窓会であった。 

１次会終了後も熱気は冷めやらず、宿泊

予定の客室にて２次会。製氷室などのサー

ビスエリア対面に３部屋続きで部屋を確保

しておき中央の部屋を宴会部屋に使用。ツ

ウィンの部屋に２０名弱が所狭しと座り込

み、水割りを飲みながら思い出話にひたる。

ここは内陸棟か？居カブか？アルコールの

回った頭はタイムスリップを通り越しトリ

ップ状態となっている。それでも２４次隊

たる芯は外さず、１１時前に帰宅グループ

は潔く帰宅の途につく。 
残った宿泊予定者１１名はさらに１２時過

ぎまで静か（比較的）に飲み、南極への、

２４次への思いを語る。２９年ぶりの２４

次隊・昭和基地であった。

    
 

 
 

新刊紹介 
 

小島敏男著「しらせ 南極観測船と白瀬矗」 
（成山堂書店、２０１１年６月１０日発刊 税込み２，９４０円） 
 

およそこの１０年は日本の南極観測船には

苦難の連続であった。 
初代「しらせ」の引退にともない後継船の

計画が開始されるが、建造のための予算獲得

の難航と余儀なくされた計画の変更、着工す

るも命名にも紆余曲折があった。そして、い

よいよ新観測船「しらせ」が就役して第５１

次南極地域観測協力行動として南極への初航

海を行うわけだが、しかしこの初航海でも近

年稀にみる厚い多年氷に行く手を阻まれ苦闘

の日々を送り、なんとか昭和基地接岸を果た

すのである。 
本書ではこれらの経緯について、多種多様

な資料や記録を引用しつつ、諸所丁寧に記述

されている。特に苦難の初航海については、

東京晴海ふ頭の出航から丹念に日を追った記

録としてまとめられており、読者はその航海

を俯瞰することができるだろう。そして、各

ポイントにおいて撮影された幾葉ものカラー

写真は無言ながら雄弁な解説となり、B５版

と紙面の大きな本書における特色となる。 
一方、初代「しらせ」も退役後に係留公開

されるに至るまで一筋縄にはいかなかった。

退役に先立ち引き取り先を募るも地方公共団

体も民間も適切な引き取り先がなく、一時は

保存が断念され解体されることが決定される

も、鉄スクラップ市場の価格の下落により、

逆転の復活保存、晴れて「SHIRASE」とし

ての係留公開となるのである。 
この初代「しらせ」の退役後の公開につい

ても、本書では丹念に経緯を追いかけており、

さらには無事引き取り先が決定したのち、実

際 に 横 須 賀 か ら 送 り 出 さ れ 、 そ し て

「SHIRASE」として生まれ変わるまでを、

読者は本書の上で立ち会うことができるので

ある。 
そして、初代「しらせ」の現役時代のさま

ざまなエピソードが、その誕生からビセット

された砕氷船を救助した活躍やひと度の接岸

断念にいたるまでわけへだてなく紹介されて

いる。さらには後継船建造着手の遅れから傭

船を余儀なくされた第５０次観測隊の「オー

ロラ・オーストラリス」での輸送についてま

できちんと触れられている。 
そして、南極観測船「しらせ」という名称

の元となる白瀬氷河の由来である「白瀬矗」。
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彼の１００年前の南極探検隊もまた苦難の連

続であった。その南極探検そのものについて

はもちろん、探検隊出発までの準備と探検後

も残った困難を含め本書では同様に細やかに

まとめられている。 
時期をたまたま近くした現代の白瀬南極探検

隊１００周年のイベントと南極観測船「しら

せ」の新旧交代とをここに並びたたせること

で、そこに共通する名前とともに困難に打ち

勝つ物語があることを思わざるを得ない。 
 

（藤田 建記）

 
 

 

              
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

訃報 

近藤典弘 2011.11.31 宗谷 5 次、6 次 
宮地房幸 2011.11.26 宗谷 1 次、2 次 

佐藤金雄 2011.12.14  13 次夏、設営 
菊地時夫 2012.01.14  26 次冬、雪氷 
増田光男  2012.01.19 24,27,30,32,35,36 

各次夏、40 冬    設営

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

＊＊＊ 広報委員会からのお知らせ ＊＊＊ 
 
○南極 OB 会会報もあっという間に１５号を迎えました。１５号ともなってきますと広報委員

の編集員はマンネリ化を懸念します。会報は会員全員のコミュニケーションの場として出発

しています。偏ったものになってはならないと注意を払いながら毎号を編集していますが、

そうすると通り一遍の記事になって面白さや特色を失います。編集者はその加減を注意しな

がら編集していますが知らず知らずのうちにこの誓約を自ら破っているかもしれません。何

かお気づきの点があれば忌憚無い意見、お叱りをお寄せ下さい。職域、年代を飛び越えた絆

を結んでゆきたいと考えています。 

○第９回「南極歴史」講話会の案内 
 ３月３１日（土）１４時～１６時、村越 望さん、渡辺清規さんによる宗谷時代のお話を

予定しております。詳しくは折込のご案内を見ていただき、ふるってご参加ください。場所

は日本大学理学部１号館１３３号教室です。 
○ ２０１１年度の通信費の振込みを、よろしくお願い申し上げます。 
この会誌は皆様からの通信費で運営されています。記事作成や記事集め、編集等はもちろんボラ

ンティアおこなっていますが印刷費や送料は費用がかかります。まだ通信費を収めてない方は納

めて下さい。通常は５月発行の会報でその年度分の会費納入をお願いしています。今年度分を収

めたかどう分からなくなった方は下記の事務局までお問い合わせ下さい。電話でのお問い合わせ

は水曜日と金曜日の午後にお願いします。できるだけメールか Fax でお願いします。 
 

***************************************************************************** 
南極 OB 会事務局 〒101-0065 東京都千代田区西神田２－３－２牧ビル３０１     

                電話  ：03-5210-2252  FAX ：03-5275-1635               
                  E-Mail Address ： nankyoku-ob@mbp.nifty.com          

                 南極 OB 会ホームページ ： http://www.jare.org /           
***************************************************************************** 
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